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総会出席人数 ８９ 人
連絡協議会加盟グループ ２８グループ

（内３名個人会員）
会員数 ４２１ 人

代表挨拶 長谷川 昭
長野県傾聴ボランティア連絡協議会総会は今年で第３回を迎えることができました。

大変暑いなか、またお忙しいなかご出席いただいた 会員の皆様ありがとうございました。
議事は、傾聴「みみずく」の木戸さんの議長のにより、1 号～４号議案を審議していただき、

ご承認いただきました。会員の皆様の御協力に感謝申し上げます。
今年度も更なる傾聴活動発展のため、役員一同努力して参ります。
北信代表の太田さんが健康上の理由のため辞任されましたので、補選の必要がありますが、現

在北信ブロックの会員さんと調整中です。役員会等で協議後、会報にてお知らせいたします。

ご来賓を代表して、塩原様より温かい励ましのお言葉をいただきました。ありがとうございました。

ご来賓の方々
長野県 地域福祉課課長補佐 福祉人財係長 塩原昭夫様
同 福祉人材係 小椋彩子様
長野県社会福祉協議会 総務企画部 須野原一彌様

長野県傾聴ボランティア連絡協議会

第 ３ 回 総 会 講 演 会
2015 年 5 月 20 日（水）P.M.1：00 ～ 3：30
松本市駅前会館 ４階大会議室

情報をお寄せください

養成講座・スキルアップ講座・各種研修会など、会員の皆さんが参加できるものがあり
ましたらご連絡ください。会報紙面で広くお知らせいたします。７月のみみずくの養成講
座については２号紙面でお知らせいたしましたところ、近隣地区からの参加申込がありま
した。申込期日など間に合うようにご連絡ください。
会報の発行予定は３月・７月・１０月・１月を予定しています。
連絡先は、長谷川代表あて。チラシ等同時に送付していただければありがたいです。

会報「野原の歌」配布方法について

各グループの代表の方に郵送します。

回覧する、コピー印刷するなどで

グループメンバー全員がお読みくだ

さい。

研修会情報
スキルアップ講座のお知らせ
～施設でのより良いグループ傾聴のあり方～

日時 2015 年 １１月 28 日（土）10:00-16:00
場所 富士見町ふれあいセンター
講師 ホールファミリー協会事務局長 山田豊吉先生
参加費 ８００円
定員 ４０名（定員になり次第締め切り）
申込み １０月１日~１０月１５日
申込先 富士見町傾聴ボランティアやまぼうし 小笠原紘二

0266-55-3603
はら村傾聴ボランティアのぞみ 弓削淑子

0266-74-1122
主催 富士見町傾聴ボランティアやまぼうし はら村傾聴ボランティアのぞみ
共催 富士見町社協 原村社協

連絡協議会主催 研修会
今年度事業計画に沿って、「回想法」

についての研修会を行います。
日時・場所・申込方法などは同封の別紙
をご覧ください。多くの皆様のご参加を
お待ちしております。
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会報担当 弓削淑子
℡ FAX ０２６６－７４－１１２２
male yugetora@po30.lcv.ne.jp
〶 391-0115 諏訪郡原村原山１７２１７－２１９９

長野県傾聴ボランティア連絡協議会
代表 長谷川 昭 ℡ FAX 0264-48-2133

携帯 09043981187
male kimama2@ot.kiso.ne.jp

会

１．発足 平成１９年度 県主催の傾聴ボランティア養成研修（講師 NPO 法人ホールファミリーケ
ア協会事務局長山田豊吉先生）の受講者が標記傾聴ボランティアの会を１３名で立ち上げまし
た。同年１１月１３日に上田市社会福祉協議会に届け出をしました。

２．名称 傾聴ボランティア七（セブン）の会と命名した理由は、２００７年の発足であり、会員
のアイデアにより、「セブン（七）の会」と名付けました。

３．活動拠点 上田市社会福祉協議会内の「上田ボランティアセンター」であります。
４．会員数 発足当時は１３名でありまして、ボランティア自身の高齢化・病気等で変遷しました

が、現在２０名に達しようとしています。
５．定例会 毎月第３水曜日の午後、ボランティアセンターにおいて実施し、唱歌合唱のあと、情

報交換・問題点の話し合い・新傾聴者のお願い等をしています。年の節目に希望者で懇親会等
を数回実施しています。

６．活動状況 ボランティアセンターに「年間活動計画等」を提出しています。個人宅はボランテ
ィアセンターからの紹介により実施しています。現在個人宅１１人。月概ね１回程度実施して
います。施設は１５ヶ所を実施し、週１回～月２・３回実施しています。

７．上田わがまち魅力アップ応援実業の採択 平成２５年に応募したところ、慎重な審査の結果採
択されました。５年間で補助金２００万円で活動できることになりました。２５年は傾聴ボラ
ンティアの養成講座、２６年はフォローアップ講座、２７年は更に養成講座を、勿論、ホール
ファミリーケア協会理事長の鈴木絹英先生に全部お願いしたところであります。来年はスキル
アップ講座を計画中であります。

第3回総会 講演会報告

今年度も総会後に、傾聴の講演会が開催されました。

この会を育て見守っていただいていると言ってもよい存在である鈴木絹

英先生の「地域における傾聴活動」というお話を、お聞きする事ができま

した。

地域に根ざす活動を目指す私達傾聴ボランティアにとって、自分達の位

置を確認し、また初心に戻り、明日からの活動の活力となる講演でした。

ますます多様化する現代社会において、高度成長期以降、隣近所の支え

合いという安全システムが弱まり、個の時代を生きる現代日本人です。

しかし、どんな人にとっても、人との関わり合い、支え合いを持って生きて

ゆく事が必要です。その良い対人交流のために、傾聴的な関わり合いが不可欠であるという先生のお言葉

に、傾聴ボランティアの活動の有用性を再確認させていただきました。

地域が元気で住みやすい場所となってゆく為に、ほんの少しでもお手伝い出来たら、自分自身にとっても、

前向きに人生を生きてゆく力とさせていただけると思います。そして先生のお話の中で、特に私の心に残っ

たのは、「謙虚であれ」というお言葉でした。お話手さんに寄添うという優しさとは、相手の精神的な状況を

改善させようと意図的に関わるものではないという、傾聴ボランティアとしては当たり前の認識ですが、とも

すれは、相手の気分を変えようと、どこか頭の片隅でおこがましく考えている自分がいる時があった私にと

って、初心に戻る事ができました。傾聴ボランティアは、人のお話を聴かせていただくという心のある人間な

らば、誰にでも出来る社会貢献であるけれども、その為には、多様な価値観がある事を理解し、広い視野を

持てるように、多くの経験や想像力を養う事、また、福祉制度などの知識を持つ事も大切だという事、自己

研鑽してゆく事、そして、相手によい結果をもたらすと信じて活動する事、今後も、繰り返し傾聴の勉強、人

生の勉強をしながら、活動してゆこうと思いました。

謙虚であれ、優しくあれ、丁寧に関わり、丁寧に生きてゆけますように。

(傾聴ボランティア 大鹿ファミリア 小林記代美)

グループ紹介 NO. ３

傾聴ボランティア七の会
(セブン)

上田市




